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1. 平成31年3月期第2四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 16,521 △4.6 117 △84.8 521 △35.8 752 23.5

30年3月期第2四半期 17,317 14.9 773 77.8 811 105.2 609 154.3

（注）包括利益 31年3月期第2四半期　　724百万円 （△47.5％） 30年3月期第2四半期　　1,380百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 57.79 ―

30年3月期第2四半期 46.81 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

31年3月期第2四半期 46,096 30,049 65.1 2,303.53

30年3月期 46,577 29,509 63.3 2,261.78

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 30,012百万円 30年3月期 29,468百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― ― ― 14.00 14.00

31年3月期 ― ―

31年3月期（予想） ― 16.00 16.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 37,150 0.7 2,200 7.2 2,290 1.4 1,630 12.3 125.10

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 13,030,000 株 30年3月期 13,030,000 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 1,021 株 30年3月期 1,021 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 13,028,979 株 30年3月期2Q 13,028,979 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想の利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

決算補足説明資料は、平成30年12月３日（月）以降に当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、力強さを欠くものの、総じて緩やかな回復基調が続きまし

た。米国では、通商政策に不透明感があるものの、堅調な雇用と所得に支えられ、個人消費と設備投資がけん引

したことから、緩やかな景気拡大を継続しました。欧州でも、個人消費を中心とした内需が景気を下支えし、減

速感はあるものの回復基調を継続しましたが、英国ではＥＵ離脱に向けた先行き不透明感から、低成長が続きま

した。中国では、内需を中心として減速感があるものの堅調さを維持、他の新興国についても、一部の国で成長

率に減速感があるものの依然として拡大を続けました。わが国経済は、堅調な企業収益、雇用・所得情勢を受け

て、個人消費や設備投資が増勢を維持したことから、総じて緩やかな回復基調が持続しました。 

当社グループをとりまく経済環境は、国内の民間設備投資において、企業収益が良好な中、合理化・省力化等

を目的としたものが堅調に推移しました。海外においても、米国、欧州で堅調に推移しましたが、中国では増勢

が鈍化、英国でも減速感がありました。当社の主要顧客である造船業界においては、新造船の受注が緩やかな回

復基調で推移したものの、依然として船価は回復しておらず、厳しい状況が続きました。 

このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の売上高は、船舶用システム製品（船舶用配電制御システ

ム等）の陸電供給システム及びＬＮＧ船等が増加したものの、コンテナ船及び産業用システム製品（産業用配電

制御システム等）の海外インフラ向けが減少したことにより、165億21百万円と前年同期比4.6％の減少となりま

した。営業利益は依然船価が低迷していること及び機器製品（低圧遮断器等）の新製品開発費の増加等により、

１億17百万円と前年同期比84.8％の減益となりました。経常利益は為替差益３億８百万円の計上があるものの、

５億21百万円と前年同期比35.8％の減益となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、大阪市阿倍野区に所有

しておりました土地及び建物の売却による固定資産売却益２億７百万円等により７億52百万円となり、前年同期

比23.5％の増益となりました。 

なお、製品別の売上高は、システム製品（配電制御システム等）が84億83百万円と前年同期比9.2％の減少、

機器製品が80億38百万円と前年同期比0.8％の増加となりました。 

システム製品の受注高は、産業用システム製品の国内工場向けが減少したものの、中国の船舶用システム製品

が増加したことにより、前年同期を13.6％上回る104億58百万円となりました。その結果、受注残高は前連結会

計年度末より19億75百万円増加し、181億65百万円となりました。 

なお、機器製品は、計画生産を行っているため、上記受注高、受注残高には含めておりません。 

 

当第２四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績は以下のとおりです。 

 

「日本」 

船舶用システム製品は、陸電供給システム及びＬＮＧ船が増加したものの、コンテナ船等が減少したことによ

り、売上は前年同期と比べ減少しました。 

産業用システム製品は、海外インフラ向けが減少したことにより、売上は前年同期と比べ減少しました。 

メディカルデバイスは、臨床検査機器が減少したものの、医療機器の新製品が堅調に推移したことにより、売

上は前年同期と比べ増加しました。 

エンジニアリング及びライフサイクルサービスは、エンジニアリング案件が減少したものの、船舶向け及び産

業向け各種点検・改造工事が堅調に推移したことにより、売上は前年同期と比べ増加しました。 

その結果、システム製品全体の売上は前年同期に比べ減少しました。 

機器製品は、欧州及び東アジア地域が堅調に推移したものの、国内舶用市場向けが低調に推移したことによ

り、売上は前年同期と比べ若干減少しました。 

その結果、当セグメントの当第２四半期連結累計期間の売上高は102億36百万円と前年同期比16.4％の減少、

セグメント利益は79百万円と前年同期比88.1％の減益となりました。 

 

「アジア」 

船舶用システム製品は、造船業界に回復の兆しが見え始めたことにより、売上は前年同期と比べ増加しまし

た。 

エンジニアリング及びライフサイクルサービスは、堅調に推移し売上は前年同期と比べ増加しました。 

機器製品は、マレーシア国内向けが堅調に推移し、売上は前年同期と比べ増加しました。 

その結果、当セグメントの当第２四半期連結累計期間の売上高は42億14百万円と前年同期比36.7％増加したも

のの、船価が回復に至っておらず、セグメント利益は３億89百万円と前年同期比2.7％の減益となりました。 
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「ヨーロッパ」 

機器製品は、英国内でＥＵ離脱に向けた先行き不透明感から減少しましたが、ユーロ圏及び中近東向けは堅調

に推移したことにより、売上は前年同期と比べ増加しました。 

エンジニアリング及びライフサイクルサービスの売上は、前年同期と比べほぼ横ばいとなりました。 

その結果、当セグメントの当第２四半期連結累計期間の売上高は20億71百万円と前年同期比3.8％増加したも

ものの、価格競争の激化により、セグメント利益は40百万円と前年同期比59.2％の減益となりました。 

 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における財政状態は、受取手形及び売掛金が前期末比13億９百万円減少した一

方、現金及び預金が前期末比４億81百万円及びたな卸資産が前期末比11億32百万円それぞれ増加したこと等によ

り、流動資産は前期末比１億59百万円増の330億98百万円となりました。固定資産では、有形固定資産が前期末

２億98百万円及び繰延税金資産が前期末比２億89百万円それぞれ減少したこと等により、前期末比６億40百万円

減の129億98百万円となりました。

その結果、当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前期末比４億81百万円減の460億96百万円とな

りました。 

負債の部では、電子記録債務が前期末比１億60百万円及び未払費用が前期末比２億41百万円それぞれ増加した

一方、未払法人税等が前期末比１億89百万円及びその他の流動負債が前期末比１億72百万円それぞれ減少したこ

と等により、流動負債は前期末比１億42百万円減の134億53百万円となりました。固定負債では、長期借入金が

前期末比２億４百万円及び繰延税金負債が前期末比５億72百万円それぞれ減少したこと等により、前期末比８億

79百万円減の25億92百万円となりました。 

その結果、負債合計は前期末比10億21百万円減の160億46百万円となりました。 

純資産の部では、親会社株主に帰属する四半期純利益７億52百万円の計上等により利益剰余金が前期末比５億

70百万円増加したこと等により、純資産合計は前期末比５億40百万円増の300億49百万円となりました。 

 

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ４億81百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末には122億49百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は９億68百万円（前年同期は18億24百万円の収入）となりました。これは、主

に税金等調整前四半期純利益７億29百万円及び売上債権の減少による収入13億15百万円、法人税等の支払によ

る支出４億52百万円及びたな卸資産の増加による支出11億39百万円等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は30百万円（前年同期は４億９百万円の支出）となりました。これは、主に有

形固定資産の取得による支出２億88百万円及びその他の投資による支出25百万円、有形固定資産の売却による

収入２億80百万円等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は４億73百万円（前年同期は４億82百万円の支出）となりました。これは、主

に長期借入金の返済による支出２億87百万円及び配当金の支払いによる支出１億82百万円等によるものであり

ます。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、平成30年５月15日の「平成30年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の

連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 11,768,619 12,249,703 

受取手形及び売掛金 13,608,354 12,298,895 

商品及び製品 3,358,822 3,035,811 

仕掛品 1,959,400 3,289,957 

原材料及び貯蔵品 1,850,657 1,975,996 

その他 648,978 544,030 

貸倒引当金 △255,964 △296,214 

流動資産合計 32,938,866 33,098,180 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 8,734,442 8,472,227 

減価償却累計額 △3,755,213 △3,674,891 

建物及び構築物（純額） 4,979,229 4,797,335 

機械装置及び運搬具 6,009,602 6,095,522 

減価償却累計額 △5,027,268 △5,164,997 

機械装置及び運搬具（純額） 982,333 930,524 

工具、器具及び備品 7,335,733 7,577,390 

減価償却累計額 △6,853,925 △6,992,092 

工具、器具及び備品（純額） 481,807 585,298 

土地 2,748,626 2,734,595 

リース資産 68,423 71,427 

減価償却累計額 △63,294 △65,087 

リース資産（純額） 5,129 6,340 

建設仮勘定 281,171 125,527 

有形固定資産合計 9,478,298 9,179,621 

無形固定資産    

その他 185,441 177,234 

無形固定資産合計 185,441 177,234 

投資その他の資産    

投資有価証券 551,921 549,908 

退職給付に係る資産 2,518,240 2,475,015 

繰延税金資産 695,679 406,520 

その他 1,221,988 1,244,430 

貸倒引当金 △1,012,770 △1,034,693 

投資その他の資産合計 3,975,060 3,641,181 

固定資産合計 13,638,800 12,998,038 

資産合計 46,577,667 46,096,219 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,625,101 3,535,677 

電子記録債務 3,135,077 3,296,035 

短期借入金 480,000 480,000 

1年内返済予定の長期借入金 1,767,530 1,684,380 

未払法人税等 654,712 465,375 

製品保証引当金 84,657 74,296 

未払費用 1,750,835 1,992,565 

その他 2,097,712 1,925,283 

流動負債合計 13,595,626 13,453,613 

固定負債    

長期借入金 1,922,240 1,717,550 

繰延税金負債 637,412 64,969 

退職給付に係る負債 519,562 507,557 

その他 393,415 302,574 

固定負債合計 3,472,630 2,592,650 

負債合計 17,068,257 16,046,264 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,236,640 1,236,640 

資本剰余金 2,244,650 2,244,650 

利益剰余金 24,822,002 25,392,535 

自己株式 △1,433 △1,433 

株主資本合計 28,301,859 28,872,392 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 191,987 189,643 

繰延ヘッジ損益 － △1,396 

為替換算調整勘定 △180,639 △137,450 

退職給付に係る調整累計額 1,155,508 1,089,434 

その他の包括利益累計額合計 1,166,856 1,140,230 

非支配株主持分 40,693 37,332 

純資産合計 29,509,409 30,049,954 

負債純資産合計 46,577,667 46,096,219 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

売上高 17,317,241 16,521,832 

売上原価 12,606,265 12,229,791 

売上総利益 4,710,976 4,292,040 

販売費及び一般管理費 3,937,692 4,174,265 

営業利益 773,284 117,774 

営業外収益    

受取利息 53,023 59,802 

受取配当金 6,585 6,710 

為替差益 13,613 308,365 

その他 76,914 61,810 

営業外収益合計 150,136 436,688 

営業外費用    

支払利息 12,135 10,887 

貸倒引当金繰入額 99,579 21,804 

その他 187 498 

営業外費用合計 111,902 33,190 

経常利益 811,518 521,273 

特別利益    

固定資産売却益 1,251 208,910 

関係会社清算益 25,971 － 

特別利益合計 27,223 208,910 

特別損失    

固定資産除却損 8,561 214 

特別損失合計 8,561 214 

税金等調整前四半期純利益 830,180 729,969 

法人税、住民税及び事業税 286,437 236,270 

法人税等調整額 △64,400 △257,377 

法人税等合計 222,037 △21,107 

四半期純利益 608,142 751,077 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,680 △1,861 

親会社株主に帰属する四半期純利益 609,823 752,938 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

四半期純利益 608,142 751,077 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 34,591 △2,343 

繰延ヘッジ損益 － △1,396 

為替換算調整勘定 739,488 43,188 

退職給付に係る調整額 △1,474 △66,074 

その他の包括利益合計 772,606 △26,625 

四半期包括利益 1,380,749 724,451 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,382,429 726,312 

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,680 △1,861 

 

- 7 -

寺崎電気産業(株)（6637）平成31年３月期 第２四半期決算短信



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 830,180 729,969 

減価償却費 515,851 535,658 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △72,747 △64,215 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 17,657 682 

引当金の増減額（△は減少） 87,823 7,375 

受取利息及び受取配当金 △59,608 △66,512 

支払利息 12,135 10,887 

有形固定資産売却損益（△は益） △1,251 △208,910 

売上債権の増減額（△は増加） 1,225,597 1,315,479 

たな卸資産の増減額（△は増加） △650,617 △1,139,546 

仕入債務の増減額（△は減少） △73,696 83,928 

その他の負債の増減額（△は減少） 252,797 28,120 

その他の資産の増減額（△は増加） 41,148 103,973 

その他 10,113 23,904 

小計 2,135,384 1,360,794 

利息及び配当金の受取額 72,970 70,660 

利息の支払額 △17,280 △10,844 

法人税等の支払額 △367,047 △452,290 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,824,026 968,319 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

投資有価証券の取得による支出 △11,950 △1,141 

有形固定資産の取得による支出 △404,012 △288,199 

有形固定資産の売却による収入 435 280,949 

関係会社の清算による収入 28,971 － 

その他の収入 198 3,022 

その他の支出 △23,387 △25,474 

投資活動によるキャッシュ・フロー △409,744 △30,844 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 1,260,000 880,000 

短期借入金の返済による支出 △1,260,000 △880,000 

長期借入金の返済による支出 △296,390 △287,840 

配当金の支払額 △182,405 △182,405 

その他 △3,732 △3,695 

財務活動によるキャッシュ・フロー △482,528 △473,941 

現金及び現金同等物に係る換算差額 294,840 17,549 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,226,593 481,083 

現金及び現金同等物の期首残高 10,766,625 11,768,619 

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少） 
△12,094 － 

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,981,124 12,249,703 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。 

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  日本 アジア ヨーロッパ 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 12,238,534 3,083,193 1,995,513 17,317,241 

セグメント間の内部売上高又
は振替高 

1,870,800 1,744,953 14,986 3,630,740 

計 14,109,334 4,828,147 2,010,499 20,947,982 

セグメント利益 672,794 400,964 99,249 1,173,008 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,173,008 

セグメント間取引消去 30,379 

全社費用（注） △430,104

四半期連結損益計算書の営業利益 773,284 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  日本 アジア ヨーロッパ 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 10,236,686 4,214,029 2,071,115 16,521,832 

セグメント間の内部売上高又
は振替高 

2,154,189 1,428,271 6,472 3,588,932 

計 12,390,875 5,642,301 2,077,587 20,110,764 

セグメント利益 79,881 389,980 40,526 510,388 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 510,388

セグメント間取引消去 40,710

全社費用（注） △433,323

四半期連結損益計算書の営業利益 117,774

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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